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A. 目的 

船員法111条報告では、漁業は陸上に比べて労働

災害が8倍多い。そこで、船員向け自主改善活動を

提案して労働災害を減らすための工夫を促進し、災

研究要旨  

船員向け自主改善活動（以下 WIB）は、現在は水産庁水産基本計画、国土交通省第11次船員災害防

止計画に取り入れられ、積極的に実施をされている。 

水産庁補助事業「安全な漁業労働環境確保事業」講習会では、漁業の労働環境のカイゼンや海難の未

然防止等の知識を持った「安全推進員」を養成している。その中心に、参加型自主改善活動（POAT）

をベースにした、WIBとして、良い改善事例の紹介と選択、アクション型チェックリストと改善の使い

方シートの講習、可能な時は船の点検を行った。5年間で毎年500人、計2,500人を養成する予定だった

が、平成25～29年度に北は北海道稚内市から、南は沖縄県那覇市まで全国約137箇所で講習会を行い、

約4,758人が安全推進員となった。船員の労働災害防止のために国土交通省、水産庁の支援により、全国

で講習会を開催した。 

漁船では、2013～2017年に漁業安全確保事業において、全国約137か所で約4,758人が受講した。講習

会を2015年以前に複数回実施した地区、一回だけ実施した地区、まったく実施しなかった地区に分類し

て海運支局毎に労働災害数を時系列に分析した。国土交通省の統計は漁船漁業を対象としているため

に、遠洋、沖合漁業を対象にした講習会を分析した。また、地区は7年間で災害が40件以上発生した海運

支局を対象とした。対象地区は全体の70％を占めている。 

水産庁事業及び全日本海員組合の協力により、講習会を複数回実施した地区として、島根、鳥取、鳥

羽、石巻、八戸、釧路の6地区であった。災害件数は728件であり全体の29.9％であった。平均を見ると

減少の傾向がみられた。実施前の2011年～2014年の災害数の平均と、講習会実施後の安全意識が向上し

た2015年～2017年の数値をt検定した結果、危険率5%で有意差がみられた。 

講習会を沿岸、沖合漁業向けに一度も行っていない地区として、高知、熊本、神戸本局、福島、根室

であった。災害件数は615件であり全体の25.2％であった。平均を見ると減少の傾向がみられた。講習会

を実施した地区、しなかった地区で比較すると実施した地区は労働災害の減少傾向だった。もちろん各

地区では、自主改善活動以外の安全活動を行っているかもしれないが、ある程度の効果があったと考え

られる。 

以上の成果を本事業で報告書を作り、各関係機関に配布して2月に船員政策課に600部寄付して、全国

に配り監理官の勉強テキストと使用するように依頼をした。 
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害の減少を図った。 

 

B. 方法 

船員向け自主改善活動（以下 WIBS）は、現在

は水産庁水産基本計画、国土交通省第11次船員災害

防止計画に取り入れられ、積極的に実施をされてい

る。受講者へのアンケート及び、労働災害の統計に

よりその効果を考察する。 

 

C. 結果 

1. WIB船内自主改善活動の効果 

 水産庁補助事業「安全な漁業労働環境確保事業」

講習会では、漁業の労働環境のカイゼンや海難の未

然防止等の知識を持った「安全推進員」を養成し

た。その中心に、参加型自主改善活動（POAT）を

ベースにした、WIBとして、良い改善事例の紹介と

選択、アクション型チェックリストと改善の使い方

シートの講習、可能な時は船の点検を行った。5年

間で毎年500人計2,500人を養成する予定でしたが、

平成25～29年度に北は北海道稚内市から、南は沖縄

県那覇市まで全国約137箇所で講習会を行い、約

4,758人が安全推進員となった。 

 

表1 実施結果 

 

 

また、170隻が職場点検のワークショプに参加し

て、228件の改善が提案された。重点的に進んだ地

域があり、島根約200人、岩手約400人が受講し

た。特に、岩手県は5回の開催すべてで所管の労働

基準監督署長が挨拶をして、WIBの活動を後押し

た。さらに、地域によっては労働基準監督官がWIB

をベースに改善計画を進めており、改善の促進とと

もに、作業手順の作成を行った。さらに岩手県庁が

2～3年の計画で別途予算をつけて良い事例のモデル

化をしてほしいということで、WIBと並行して改善

モデルの形成と啓発、水産物の付加価値向上を目指

した。 

 

 

図1 改善案（事故対策案）の分析 

（筆者作成） 

 

漁業カイゼン講習会について、参加者に講習会後

に無記名によるアンケート調査を行った。平成24～

25年度の参加者のアンケート調査では、講習会が

「わかりやすさ」では、「わかりやすい」が

83.4％、「わかりにくい」は2.5％、「どちらでも

ない」は14.1％であった。「役に立った（有効

性）」は87.6％、「役に立たない」1.5％、「どち

らでもない」は10.9％でした。自主改善活動につい

ては（n=951）、「わかりやすい」「「役に立った

（有効性）」は87.6％、「役に立たない」1.5％、

「どちらでもない」は10.9％でした。自主改善活動

については、「わかりやすい」が83.5％、「わかり

にくい」は.2.5％、「どちらでもない」は14.0％で

した。「役に立った（有効性）」は85.7％、「役に

立たない」0.9％、「どちらでもない」は13.4％で

あった。安全推進員の講習、自主改善活動のいずれ

においても「わかりやすさ」、「有効性」は高い値

を示し、否定的な意見は少数であった。 

講習会の後、参加者に実際に漁船の点検をして改

善案を出すプログラムを2014年8～10月に10ケ所で

行った。110隻が参加して、228件（平均して1隻あ

たり約2.1件）の改善案が提案された。 

提案された改善案を、「作業方法改善」、「設備改
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善」、「教育」、「安全確認の徹底」、「注意喚

起」の5種類の対策に分類した結果（図10）、「作

業方法改善」10.6％、「設備改善」75.2％、「教

育」3.1％、「安全確認の徹底」10.2％、「注意喚

起」0.9％となり、設備改善等の実用的な改善が多

数を占めた。改善内容から改善に必要な費用の概算

を「費用がかからない」、「費用が1万円未満」、

「費用が1万円以上」の3つに分類したところ、「費

用がかからない」は 31.1％、「費用が1万円未満」

は 29.7％、「費用が1万円以上」は 39.2％となっ

た。講習会の後も各地で自主的な改善が進められ

た。特に参加者数の多い岩手県では、岩手県漁連、

岩手県労働局、岩手県定置網協会の協力の下、各地

で改善活動が行われ、着実に効果がでている。図2

は青森県陸奥湾のホタテ漁船の改善例である。船上

の照明をLEDに変えることによって、足元が明るく

作業しやすくなったとともに、燃費も良くなりコス

ト削減につながった。 

 

 

図2 青森での具体的改善例 （筆者作成） 

 

2. WIB自主改善活動の効果 

船員の労働災害防止のために国土交通省、水産庁

の支援により、全国で講習会を開催した。2011年～

2017年に国土交通省に報告された「船員災害疾病状

況報告書（船員法111条報告）」を分析し、その効

果を考えた。 

 2011年～2017年に国土交通省に4,564件報告さ

れ、漁船が2,437件、商船その他が2,127件であっ

た。 

 漁船では、2013～2017年に漁業安全確保事業に

おいて、全国約137か所で約4,758人が受講した。講

習会を2015年以前に複数回実施した地区、一回だけ

実施した地区、まったく実施しなかった地区に分類

して海運支局毎に労働災害数を時系列に分析した。

国土交通省の統計は漁船漁業を対象としているため

に、遠洋、沖合漁業を対象にした講習会を分析し

た。また、地区は7年間で災害が40件以上発生した

海運支局を対象とした。対象地区は全体の70％を占

めていた。 

（1）水産庁事業及び全日本海員組合の協力によ

り、講習会を複数回実施した地区として、島根、鳥

取、鳥羽、石巻、八戸、釧路の6地区であった。災

害件数は728件であり全体の29.9％であった。平均

を見ると減少の傾向がみられた。実施前の2011年～

2014年の災害数の平均と、講習会実施後の安全意識

が向上した2015年～2017年の数値をt検定した結

果、危険率5%で有意差がみられた。 

 

 
図3 複数回実施した地区の労働災害発生数

（n=728）（筆者作成） 

 

（2）水産庁事業及び全日本海員組合の協力によ

り、講習会を1回実施した地区として、長崎、鹿児

島、佐世保、福井の4地区であった。災害件数は357

件であり全体の14.6％であった。平均を見ると減少

の傾向があまりみられなかった。 
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図4 1回実施した地区の労働災害発生数（n=357）

（筆者作成） 

 

（3）講習会を沿岸、沖合漁業向けに一度も行って

いない地区として、高知、熊本、神戸本局、福島、

根室であった。災害件数は615件であり全体の

25.2％であった。平均を見ると減少の傾向がみられ

た。 

 

 
図5 実施していない地区の労働災害発生数

（n=615）（筆者作成） 

 

D. 考察 

講習会を実施した地区、しなかった地区で比較す

ると実施した地区は労働災害の減少傾向であった。

もちろん各地区では、自主改善活動以外の安全活動

を行っているかもしれないが、ある程度の効果があ

ったと考えられる。自主改善活動は低コスト、短時

間で効果が上がる方法であり、今後も未実施地区で

も実施することにより、労働災害の減少に役立つと

考えられる。 

以上の成果を本事業で報告書を作り、各関係機関

に配布して２月に船員政策課に600部寄付して、全

国に配り監理官の勉強テキストと使用するように依

頼をしている。 
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